
 

 

 

 

 

 

1 学期の取組を紹介します。 
令和２年度に引き続き、校内研修で人権教育、同和教育を推 

進しています。「互いに認め合い、共に生きようとする子ども 

の育成」を研究主題として、人権学習を進めています。 

各学級のお便りで紹介がありましたが、１学期の授業実践を 

ご紹介します。２学期も実践を重ねていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生 「かみひこうき」 

 紙飛行機を作ることになり、赤やピンクの折り紙

を選んだ主人公が、周りの友達から「女の色だ。」

「女の子の使う色だ。」と言われたお話です。子ど

もたちからは、「そんなこと言われて悲しいと思   

う。」と考えが出ました。その後、筆箱・傘・手袋

の絵に自分の好きな色を塗りました。３つのものに

それぞれの色を塗り、全員のものを黒板に貼りま 

した。「色で決め付けをする 

と、悲しい思いをさせる。決 

め付けしないで生活しよ 

う。」とまとめをしました。 

  新発田市立藤塚小学校 
 人権教育、同和教育便り 
令和３年９月１日 No.２ 

２年生 「たかしさんのズボン」 

 教室に落ちていた友達のズボンをふざけて投げ

合う出来事が描かれたお話です。たかしさんのズボ

ンをからかい投げ合う友達。何も言えずに泣いてし

まうたかしさん。笑ったり、知らん顔で本を読んだ

りしている周りの友達。子どもたちは、「知らない

ふりをするのはおかしい。」「人のズボンを投げて遊 

ぶのはひどい。」など、憤りを感じていました。 

最後に自分がその場にい 

たらどうするかを考え、い 

じわるをされている人を 

助けたいという気持ちを

高めることができました。 

 

３年生 「２週間たって～３年生 Vｒ．～」 

４年生の実践を終え、資料を３年生に分かりやす

いように改作して、授業を行いました。主人公は、

濃厚接触者となった母親とともに２週間休むこと

になったが、久しぶりに学校に行くと、クラスの友

達の態度の変化に傷ついてしまいました。「なんで

あいさつしてくれないの。」「なんでじろじろ見る

の。」と主人公の気持ちに思いを寄せ、自分がその 

場にいたら、見ているだ 

けではなく、行動するこ 

とが大切だということ 

を学習しました。 

４年生 「新型コロナウイルスに対しての 

正しい知識を学び、差別をなくそう」 

 新型コロナウイルスについて、病気の基礎知識や

国内感染者数の推移などを学習し、自分たちの周り

でも感染の可能性があることを改めて感じました。 

資料のお話をとおして、予防の大切さとともに、感

染した人や感染不安がある人が近くにいたら、陰口 

やうわさ話をせずに 

みんなが気持ちよく 

過ごせるようにした 

いという思いをもつ 

ことができました。 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２９日(金)は、研究発表会です。 

藤塚小学校を代表して、４年生と６年生の子どもたちが授業の様子を 

他校の先生方に参観していただくことになっています。 

５年生 「切られた心」 

 主人公が大切にしていたノートが切られてしまい、悲しい思いをしていたが、次の日の学級会で、

クラスの友達からの様々な言葉を聞き、徐々に主人公の気持ちが変化していくという教材文です。

どんな理由があっても、いじめをしていいことにはならない。「○○だから、いじめられても仕方

ない。」という言葉は、絶対に言えない、ということを全員で確認しました。また、周囲の友達の言

葉や行動で、勇気や力をもらうことができるというこ 

とにも気付きました。自分の周りでつらい思いをして 

いたり、苦しんでいたりする子がいるときは、見て見 

ぬふりをするのではなく、そのつらさに寄り添い、そ 

の人のためにできることを考え、行動できるようにな 

ってほしいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

６年生 「君の家にも牛がいる」 

 「君の家にも牛がいる」という絵本を資料に、１頭の牛から様々なものが作られ、自分たちの生

活に役立っていることを知り、子どもたちは、「牛は人の生活を支えているから、ありがとうの気

持ちをもちたい」という感想をもちました。次の時間に、牛がどのような過程を経て、人の役に立

つものになっているかを学び、実際に動物の皮に触ってみ 

る体験を行いました。「働く人や動物に感謝をする気持ち 

ももったが、生きていたと思うとこわい感じがする」とい 

う感想があったので、こわいという気持ちに対して話し合 

いを深めました。２学期も人権学習を続け、子どもたちの 

命や差別への考え方を深めていきます。 

 


